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学校の周りの田に苗が植えられ、その上を爽やかな風が渡っていきます。
長閑な田園風景が広がる中番小学校です。遠く関東も梅雨入りとか、自然は
静かに時を刻んでいきます。 
今朝の朝会で、次のような話をしました。来週の 6 月 21 日は「夏至（げ

し）」です。太陽が最も高くなり、北半球では一年のうちで最もお昼が長く
なります。ところで、皆さんは「ぞうさん」という歌を知っていますか。ほ
とんどの皆さんが知っていますね。さあ、ここで問題です。（保護者の皆様
も一度、考えてみてください。）第１問、この歌は、ぞうの子供と誰かが話
をしているのですが、一体、ぞうの子供と誰が話をしていると思いますか。
①番、ぞうの子供のお母さん。②番、人間の子供。③番、シマウマやライオ
ン、トラ等の他の動物。皆さんは、何番だと思いますか。正解は③番です。
では、第２問、ぞうの子供と他の動物達は、なかよしでしょうか。この歌を
作られた、まどみちおさんは、他の動物達がぞうの鼻が長いのをからかって
意地悪をしている歌と言っておられるそうです。でも、ぞうの子供は、そん
な悪口に対して「そうよ、母さんも長いのよ。」と平気な顔で応えています。
周りから見ると他とは違っていて少し変だと思うようなことでも、自分の大
好きなお母さんと同じだから恥ずかしくないよ、自分のこともお母さんのこ
とも大好きだよと、ぞうの子供は実に堂々としている姿が見えてきます。象
として生まれたことをとても誇らしく思っているのですね。自分が自分らし
く生きられることは、とても幸せなことです。それをこの「ぞうさん」の歌
は、私達に教えてくれています。お母さんやお家の人が、小さな子供達に聞
かせて、自分らしく生きることのすばらしさを伝えているのだと思います。 
さて、皆さんは、自分ことが好きですか、自分らしさに誇りを持って過ご

していますか。そう言える人もいるだろうけど、中には、自分に自信が持て
ないという人もいるかもしれませんね。でも、大丈夫。どんな人にも、誰に
でもいいところ、素晴らしいところがたくさんあります。この前、皆さんに
伝えましたね。その反対に、悪いところはすぐに見えますね。見つかります。
でも、悪いところばかり見ていても、決してよくならない。そう思います。
それよりも、いいところをどんどん見つけて、伸ばしていくことが大切です。
それは、友達であっても自分であっても同じですよ。特に友達のいいところ
は、見ようとしないと見えないことが多いと思います。 
来週から「ONO いじめ等防止ウィーク」です。正門に黄色い幟がありま

す。みんなで「友達と助け合い、仲良くして、いじめや差別をなくそう」と
いうことを考える週間です。本人は、いじめているつもりはなくても、いや
なことを言ったり、いやなことをしたり、仲間外れや意地悪などをすること
は、いじめです。絶対にしてはいけないことです。いじめは、「しない。」「さ
せない。」「見逃さない。」ことが大切です。みんなで言ってみましょう。み
んなの力で、一人一人が大切にされる中番小学校にしていきましょう。 
それから、もう一つ、もしも、友達、お家のことなどで、辛い思いをして

いたら、決して一人で悩まないこと、先生や家族、身近な大人の人に相談し
ましょう。必ず力になってもらえます。今日は、いじめは絶対にいけないこ
と、皆さんには一人一人、いいところがいっぱいあること。それをどんどん
伸ばすこと、発見することの大切さを話しました。みんなで楽しい、明日も
行きたいと思える中番小学校を創っていきましょう。こんな話をしました。 
新型コロナウイルス感染症については、来週、緊急事態宣言が解除の方向

で調整されるとの報道があります。来週からは、子供達が楽しみにしている
水泳学習も始まります。中番小学校としては、引き続き、感染症対策を徹底
していきます。保護者の皆様には、引き続き、感染症対策についてご理解と
ご協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。中番小学校は、子供達、
保護者の皆様、地域の皆様と共に歩んでいきます。 

「ONOいじめ等防止ウィーク」！明日も行きたいと思う学校に。 
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